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　　　　　　　の③鵜8ご’り

性質別歳出の状況
会計別予算 （単位：千円）

1土貝刑戚山V／i入況

@　　　　　　（単位；千円、％）
会　　　計 16年度当初 15年度当初 比　　較

一　般　会　計 4，014，000 4，001，000 13，000

区　　　分 予算額 構成比
国民健康保険会計 737，600 673，200 64，400

人　件　費 857，426 21．4 老人保健会計 837，600 913，200 △75，600

扶　助　費
簡易水道会計 118，400 154，100 △35，700

義
務
的
経
費

237，308 5．9

農業集落排水会計 77，000 61，500 15，500

公　債　費 665，171 16．6

介護保険会計 478，500 459，800 18，700

計 1，759，905 43．9 病　院　会　計 411，800 427，600 △15，800

計 6，674，900 6，690，400 △15，500

物　　件　　費 388，248 9．7

維持補修費 12，784 0．3

補　助　費　等 429，089 10．7

歳入＿）一般会計¢　　　　　　諸収入　　　　　　　　　　　　　その他　繰入金　　　　！65，9244，1％

投資及び出資漬付金 72，213 1．8

127．2273．2％

繰　　出　　金 422，ケ39 10．5

普通建設事業費 σ13，467 22．8

分担金及び負担金　　　・
T2．236：1，3％）

投
資
的
経
費

災害復旧費 10，555 0．2 町税
R36，45218．4％

計 924，022 23．0

予　　備　　費

譲与税・交付金等
P4814003．7％一

5，000 0．1

　　　　難　　地方交付税
@　　　　　1．6401000（40．9％z　●　z　●●●

@町債
@6RR∩∩∩r1只R％／

歳　出　合　計 4，014，000 100．0
307，127

VRO払

（注：地方財政状況調査要領による）

　平成16年度の主な事業
総務費関係

○生活バス路線運行費補助
○水力発電交付金事業
○緊急地域雇用特別交付金事業
○地域イントラネット基盤整備事業

民生費関係

○国民健康保険事業（保健事業・訪問指導）

○介護保険事業（事業運営と直営サービス）

○介護予防・生活支援事業の充実
○在宅福祉サービスの向上

衛生費関係

○保健予防の充実
○日向東臼杵南部広域連合負担金
　（し尿・ごみ・火葬・最終処分場）

○合併処理浄化槽設置事業補助

17，6％　　　　　633，000（15，8％）

農林水産業費関係
○営農活性化対策事業（施設園芸等補助）

○環境保全型農業の推進

○中山間地域等直接支払推進

○自給飼料増産総合対策事業

○土地改良事業

○地籍調査事業

○森林整備地域活動支援交付金事業

○フォレスト・コミュニティ総合整備事業（林

　道整備）

○玉川河川改修（冠橋架替）事業負担金

○ふるさと林道緊急整備事業

○冠岳ふるさと千年の森づくり事業

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

　
平
成
1
6
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

地
方
交
付
税
の
減
収
や
、
町
税
の
伸
び

が
見
込
め
な
い
な
ど
大
変
厳
し
い
状
況

の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
予
算
総
額

が
4
0
億
1
千
4
0
0
万
円
．
対
前
年
度

比
／
千
3
0
0
万
円
（
○
・
3
2
％
）
の

微
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
規
事
業
と
し
て
は
、
地
域
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
整
備
事
業
や
誘
致
企
業

雇
用
奨
励
金
の
他
、
み
や
ざ
き
の
園
芸

競
争
力
強
化
対
策
事
業
補
助
、
牧
水
生

家
保
存
修
復
事
業
等
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
継
続
事
業
と
し
て
、
牧
水
記

念
文
学
館
の
整
備
事
業
、
町
道
新
設
改

良
事
業
、
フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ミ
ユ
一
一
テ
ィ

総
合
整
備
事
業
（
林
道
開
設
）
等
を
実

施
し
ま
す
。

　
財
源
の
内
訳
で
は
、
町
税
や
使
用
料

手
数
料
、
財
産
収
入
等
の
自
主
財
源
が

2
5
・
7
％
、
地
方
交
付
税
や
国
県
支
出

金
、
町
債
等
の
依
存
財
源
が
7
4
・
3
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

入歳出内訳

公債費
665，／63116．6％

歳出（単位，千円）

その他
／5，5550，4％

教育費
682，3751：「7，0％1

消防費
1051425〔2．6％：1

　　　　＼土木費
232，422’5．8％

議会費
73，308　’，8％

刎　●　鍾

総務費

562ρ561：140％、

農林水産業費
573，709（14．3％〕1

　　　　民生費
誰
　　　　640，516
●●．　　　（16．○％）

　　衛生費
　　406，949

　　　　：10，1％1

　　　　　ロ蝦ど弓こハり②

平
成
1
6
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

　
一
般
会
計
予
算
4
0
億
1
千
4
0
0
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
対
前
年
比
0
・
3
2
％
増
》

商工費

消防費関係

○広域消防事務費負担金

○消防施設整備工事

土木費関係

○町道新設改良工事

○橋梁維持工事

○急傾斜地崩壊対策事業

○耳川河川改修関連事業

円
履

　
ぴ
　
　
　

の
る

商工費関係
○工業団地造成計画推進

○商工会への助成

○観光施設の維持管理

○イベントの開催

教育費関係
○文化事業の充実

○若山牧水全国こども短歌まつりの開催

○生涯スポーツの振興

○牧水生家の保存修復事業

○牧水記念文学館の整備事業

○学校給食運営の充実

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係（⑲3901まで〉



　　　　　　る”二丁ご’り④

の植樹祭「冠岳ふるさと千年の森」
　
2
月
2
2
日
（
日
）
冠
岳
ふ
る
さ
と
千

年
の
森
で
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
、
町
内

外
か
ら
約
3
0
0
名
の
方
々
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
耳
川
活
用
促
進
委
員
会
に

よ
り
川
上
か
ら
カ
ヌ
ー
で
苗
木
を
運
ん

だ
り
、
各
区
ご
と
の
「
町
民
の
森
」
力

設
け
ら
れ
る
な
ど
し
て
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、

ヤ
マ
モ
モ
な
ど
1
2
種
類
、
約
2
、
0
0

0
本
の
苗
木
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
昼
食
に
は
豚
汁
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
皆

一
様
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
の
冠
岳
登
山
は
雨
の
た
め
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
山
開
き
が
行
わ
れ
、

登
山
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

、
2
．

－
へ　

∫
樹
峯

　　鶏

．
：
髪

糞
懇
難
繋

ご
し
．

●●●●●●●●●●●■●●●●●■●●●●●o●o●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●o●●●●●●●o●●●●●●●●●

N
H
K
ラ
ジ
オ
番
組

「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」

公
開
収
録

2
月
2
0
日
（
金
）
町
制
施
行
3
5
周
年
を

念
し
て
、
「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」
の
公
開
収

が
東
郷
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
約
4
2
0
名
の
観
客

方
が
訪
れ
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た

謡
歌
手
の
小
沢
千
月
さ
ん
、
高
橋
キ
ヨ
子

ん
の
唄
の
ほ
か
、
迫
野
内
の
戸
高
満
雄
さ

が
山
師
姿
で
「
日
向
木
挽
唄
」
を
唄
い
は
じ

る
と
大
き
な
拍
手
が
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に

う
が
り
ま
し
た
。
こ
の
収
録
は
N
H
K
ラ
骨

第
一
で
、
4
月
1
1
日
（
日
）
、
4
月
1
8
日
（
日

4
月
2
5
日
（
日
）
、
い
ず
れ
も
午
後
9
時
3
5

か
ら
放
送
さ
れ
ま
す
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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平
成
1
6
年
2
月
1
9
日
（
木
）
、

　
　
日
向
東
臼
杵
南
部
広
域
連
合

　
　
長
を
は
じ
め
、
地
元
住
民
代

祭願
醸
刎
肛
乱
脈
孫
賭
畝
齪
鴎
稲

光
場
東
郷
霊
苑
建
替
え
工
事
の

鷺
蒸
熱
銃

苑
山
本
孫
春
氏
が
「
東
郷
町
民

正面

ﾌ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
得
て

朝
辮
懲
難

場
掛
け
し
ま
す
が
、
施
行
に
際

良
し
て
は
建
設
業
者
へ
の
十
分

区
な
指
導
を
行
っ
て
参
り
ま
玄
」

　
　
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
ま

地遷
し
丘
貯
は
・
平
成
π
年
3
月

口
】
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
4
月

　
　
に
供
用
開
始
の
予
定
で
す
。

／
．

r

ブ藁
ノ
．
．
、

」L恥〆

　
　
　
3
月
1
7
日
（
水
）
、
町
総
合

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
春
季
ゲ
ー
ト

　
　
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

　
　
し
た
。

会
当
日
は
、
π
チ
ー
ム
ー
－

大
。
名
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰

春季ゲ川目トボール
り
広
げ
ま
し
た
。

　
決
勝
は
、
寺
迫
A
と
田
野

チ
ー
ム
が
対
戦
し
、
1
3
1
1
1

の
僅
差
で
寺
迫
チ
ー
ム
が
優

勝
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
順
位
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

優
　
勝
　
寺
迫
A
チ
ー
ム
（
植

　
　
　
　
野
シ
カ
エ
、
黒
木

　
　
　
　
行
男
、
黒
木
照
代
、

　
　
　
　
黒
木
國
一
、
高
瀬

　
　
　
　
利
喜
三
）

準
優
勝
　
田
野
チ
ー
ム

第
3
位
　
鶴
野
内
B
チ
ー
ム

第
3
位
　
羽
坂
チ
ー
ム

平成16年「春の青少年を伸ばす運動」の実施！
この運動は、　「青少年を伸ばす運動」の一環として、春休み期間を中心に実施するものです。

の時期は、青少年が進級や進学、卒業等の節目を迎え、希望に満ちた新たな生活へ踏み出す一方、とも

ると開放感などから気持ちが緩みがちとなり、生活が不規則になるなど非行を誘発しやすい環境にあり

　
　
　
む

　
る
す
そ
係

こ
す
ま
　そこで、青少年が自ら規律ある生活を送り、地域での様々なふれあいを通して、心豊かに成長するよう、

関係機関・団体及び県民が一体となった地域ぐるみの運動をすすめ、青少年の健全育成を図るものです。

平成16年3月19日（金）から平成16年4月11日（日）

①共感（共遊・共食・共話・共汗・共働）活動の実践

②ボランティア活動など多様な社会参加活動の促進

③「大人が変われば、子どもも変わる」運動の実践

④事故の防止

⑤非行（万引き、飲酒、深夜はいかい、暴走行為等）の防止

⑥有害環境の浄化推進

⑦規律ある生活習慣

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

息
子
の
忌
近
づ
く
朝
あ
さ
を
庭
に

来
る
小
鳥
ら
は
声
の
や
さ
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

天
地
の
音
の
途
絶
へ
し
思
ひ
す

る
杉
の
木
立
は
夕
べ
凪
ぎ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
映
一

芽
吹
き
た
る
庭
の
柳
の
下
見
つ

つ
今
朝
は
心
に
柳
餅
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

大
空
に
綱
張
る
ご
と
く
伸
び
て
ゆ

く
飛
行
機
雲
は
南
を
目
指
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

障
り
な
く
過
ぎ
ゆ
く
を
願
ふ
明
け
暮
れ

に
八
十
の
吾
は
畑
に
鍬
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

三
層
の
募
集
の
中
に
選
ば
れ
し
六
千

首
の
中
の
吾
が
歌
の
五
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

今
は
亡
き
友
と
二
人
来
て
こ
の
磯
に

釣
竿
ふ
り
し
遠
き
日
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

わ
が
心
に
消
え
難
き
爆
音
の
響
き
あ

り
戦
い
の
日
の
忘
れ
難
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

イ
ラ
ク
へ
行
く
父
を
涙
に
送
る
子
ら
こ

の
映
像
を
ブ
ッ
シ
ュ
は
知
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

母
逝
き
し
年
よ
り
梅
の
花
遅
し
如
月

の
寒
さ
今
年
き
び
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

ひ
と
り
居
の
嬬
つ
く
り
し
彼
岸
だ
ん
ご

昔
の
味
の
変
わ
る
こ
と
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

住
職
の
唱
へ
る
経
の
声
透
り
逝
き
し
ひ

と
り
も
や
す
け
く
あ
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
丁

姐
ら
は
明
日
の
サ
ロ
ン
を
楽
し
み
に
髪

を
洗
ひ
て
日
だ
ま
り
に
寄
る

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

立
ち
枯
れ
し
椎
の
古
木
の
き
は
だ
て
る

林
過
ぎ
れ
ば
は
や
肥
後
の
国

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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総総ζ

撒畢薯

窃促
　
今
年
の
1
月
以
来
、
国
内

の
鶏
等
に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
数
例
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
人
へ

の
感
染
の
可
能
性
や
自
宅
で

飼
っ
て
い
る
鳥
が
死
ん
で
し

ま
っ
た
場
ム
ロ
の
対
処
方
法
な

ど
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識

を
身
に
付
け
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
鶏
肉
、
卵
の
安
全

　
性
に
つ
い
て

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
、
鶏
肉
、
鶏

卵
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人

に
感
染
す
る
と
い
う
事
例
の
報

告
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鶏
卵
を
「
生
」

で
食
べ
る
こ
と
で
健
康
を
損
な

う
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
報
告
は

こ
れ
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
不

安
な
方
は
、
加
熱
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

　
鶏
肉
は
十
分
加
熱
し
て
食
べ

て
く
だ
さ
い
。
未
加
熱
又
は
加

熱
不
十
分
な
・
ま
ま
で
食
べ
る
こ

と
は
、
食
中
毒
予
防
の
観
点
か

ら
お
す
す
め
で
き
ま
せ
ん
。
　
（
W

H
O
の
食
史
母
防
止
の
加
熱
条
件
：

中
心
部
7
0
℃
、
瞬
間
）

②
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
の
ウ
イ
ル
ス
の
人
へ

　
の
感
染
に
つ
い
て

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
こ

の
病
気
に
か
か
っ
た
鶏
と
接
触

し
て
、
羽
や
粉
末
状
に
な
っ
た

糞
を
吸
い
込
ん
だ
り
、
そ
の
鶏

の
糞
や
内
臓
に
触
れ
た
手
を
介

し
て
鼻
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
入
る

な
ど
、
人
の
体
内
に
大
量
の
ウ

イ
ル
ス
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
に
、
ご
く
ま
れ
に
か
か
る
こ

と
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、

人
が
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
例
は
、

世
界
的
に
見
て
も
ベ
ト
ナ
ム
と

タ
イ
で
あ
わ
せ
て
3
2
例
（
3
月

5
日
現
在
）
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
人
か
ら
人
に
う
つ
っ
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
例
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
日
本
で
は
、
こ
の
病
気
に
か

か
っ
た
鶏
等
が
徹
底
的
に
処
分

さ
れ
て
お
り
、
通
常
の
生
活
で

病
気
の
鳥
と
接
触
し
た
り
、
糞

を
吸
い
込
む
よ
う
な
こ
と
は
あ

ま
り
な
い
こ
と
か
ら
、
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
可
能

性
は
極
め
て
低
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

③
飼
っ
て
い
る
鳥
が
死

　
ん
で
し
ま
っ
た
場
合

　
鳥
は
生
き
物
で
す
か
ら
、
人

と
同
じ
よ
う
に
い
っ
か
は
死
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
原
因
も
様
々
で
す
か
ら
、
鳥

が
死
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
直
ち

に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
鶏
は
、

次
々
に
死
ん
で
い
く
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
原
因
が

わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
鳥
が
次
々

に
連
続
し
て
死
ん
で
し
ま
う
と

い
う
こ
と
が
な
い
限
り
、
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
心
配
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
原
因
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、

鳥
が
連
続
し
て
死
ん
で
し
ま
っ

た
と
い
う
場
合
に
は
、
そ
の
鳥

に
素
手
で
触
っ
た
り
、
土
に
埋

め
た
り
せ
ず
に
、
な
る
べ
く
早
く
、

家
畜
保
健
衛
生
所
等
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

④
野
鳥
が
死
ん
で
い
る

　
の
を
見
つ
け
た
場
合

　
野
鳥
も
飼
わ
れ
て
い
る
鳥
と

同
じ
よ
う
に
、
様
々
な
原
因
で

死
亡
し
ま
す
。
エ
サ
が
取
れ
ず

に
衰
弱
し
た
り
、
環
境
の
変
化

に
耐
え
ら
れ
ず
に
死
亡
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
野
鳥
は
、
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
以
外
に
も
様
々
な
細

菌
や
寄
生
虫
を
持
っ
て
い
た
り

し
ま
す
。
野
鳥
が
死
ん
だ
場
合

に
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ

け
で
な
く
、
こ
う
し
た
細
菌
や

寄
生
虫
が
人
の
体
に
感
染
す
る

こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
野
鳥
が
死
ん
で
い
る
の
を
見

つ
け
た
場
合
は
、
細
菌
や
寄
生

虫
に
感
染
し
な
い
よ
う
、
死
亡

し
た
鳥
を
素
手
で
触
ら
ず
に
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
き
ち
ん
と
封

を
し
て
廃
棄
物
と
し
て
処
分
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
直
ち
に

相
談
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
不
安

な
場
合
に
は
家
畜
保
健
衛
生
所
、

役
場
又
は
保
健
所
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
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★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係（⑲3901まで〉

　　　　　　　　ロ⑦班搬ど弓ご’り

鳥
．
御

門
暢

．、

メ

鳥
の
病
気
（
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
）
を
予
防

す
る
た
め
に

①
鶏
舎
内
外
の
消
毒
を
、
消

石
灰
又
は
市
販
の
消
毒
薬
を

使
用
し
定
期
的
に
行
い
ま
し

ょ
う
。

・
消
石
灰
は
薄
く
散
布
し
、
じ

ょ
う
ろ
で
水
を
か
け
て
固
ま
ら

せ
ま
す
。
石
灰
は
ア
ル
カ
リ
性

な
の
で
鳥
の
糞
・
尿
中
の
病
原

体
を
死
滅
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

白
さ
が
目
立
た
な
く
な
っ
た
ら
、

再
び
同
じ
消
毒
を
繰
り
返
し
ま
す
。

・
市
販
消
毒
薬
の
逆
性
石
け
ん

液
を
希
釈
し
て
消
毒
し
ま
す
。

作
っ
た
液
を
、
「
噴
霧
器
」
、
　
「
じ

ょ
う
ろ
」
な
ど
に
入
れ
て
、
手
指
、

長
靴
、
飼
育
小
屋
全
体
に
噴
霧

又
は
散
布
し
て
消
毒
し
ま
す
。
　
（
但

し
、
散
布
の
際
は
、
え
さ
や
水

飲
み
場
に
液
が
入
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
す
。
）
ま
た
、
消
毒

液
は
た
く
さ
ん
の
商
品
が
あ
り

ま
す
の
で
購
入
の
際
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

・
給
水
容
器
、
え
さ
箱
等
は
水

洗
い
し
、
日
光
に
当
て
て
乾
か

し
ま
す
。
乾
燥
に
よ
る
消
毒
と

日
光
消
毒
で
病
原
体
を
殺
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
飼
養
者
は
、
飼
育
後
は
手
洗
い
、

う
が
い
を
必
ず
行
う
。

②
野
鳥
を
、
え
さ
箱
や
水
飲

み
場
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
。

・
鶏
舎
に
は
ネ
ッ
ト
を
は
っ
て
、

飼
育
小
屋
に
野
鳥
が
入
ら
な
い

よ
う
に
す
る
。

・
え
さ
を
飼
育
小
屋
の
外
に
こ

ぼ
さ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

・
え
さ
箱
や
水
飲
み
場
は
、
飼

育
小
屋
の
中
に
置
く
よ
う
に
す

る③
室
内
で
小
鳥
を
飼
わ
れ
て

い
る
皆
さ
ま
も
、
野
鳥
と
の

接
触
を
避
け
る
た
め
、
当
分

の
間
、
ベ
ラ
ン
ダ
等
に
は
出

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

《
問
合
せ
》

・
延
岡
家
畜
保
健
衛
生
所

電
話
（
0
9
8
2
）
3
2
　
4
3
0
8

・
東
郷
町
役
場
農
林
振
興
課

電
話
6
9
1
3
9
0
7

・
日
向
保
健
所

電
話
5
2
1
5
1
0
1

原料用カンショの試験的栽培について1お知らせ》

　町報3月号でもお知らせしましたが鶴野内に「富紅紫酒造店」が進出します。酒造店では、焼酎の原料

となる「カンショ」を本町で収穫iされたものを使用する計画のようです。

　町では、平成16年度は試験的な栽培を行う予定です。栽培にご協力していただける方は4月7日（水）ま

でに役場農林振興課までご連絡ください。

（※試験栽培については下記のような要件等も設定します。ご了承ください。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

・栽培面積が5a以上可能であること。

・種芋の数量に限りがあるため8名程度を募集します。

・収穫された芋については全面的に「富乃露酒造店」に協力して

いただける方

※4月中に富乃露酒造店と合同の説明会を開催します。

　問合せ先：役場農林振興課農政係（TEL69－3907）

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉



　　　　　　　　⑨㈱8こ“り

田野区『健康講演会・座談会』を開催11

　2月28日から3月1日前3日間、夜7時から田野区の3組合で健康講演会と座談会を行いまし
た。

田野区に近い医療機関である青柳内科循環器科　青柳淳太郎院長を講師に、　「生活習慣病予防」

の話をしていただき、住民課国民健康保険（国保）係から東郷町の国保の医療費の動向、かかり

つけ医、各種検診について説明しました。

　座談会では、青柳院長に、食事や体や病気

のことなど次から次に質問が飛びかいまし
た。

　特に、焼酎の飲みすぎの話題では、青柳院

長が「自分もお酒が好きで飲むけれど、お酒

を止めずに健康を維持していけるように、腹

筋やジョギングなど毎日運動をするようにし

ている」と話すと、　「ウォーキングを始めよ

う」　「標準体重に近づけるために自分も何か

しなくては」などいろいろな声が聞かれまし
た。

　また、　「健診を何年か受けてない」　「東郷

町の医療費が高いと知ってビックリした」

，漏、

◎

ノ

○

旨饗
　　◎

■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　という声や、　「病気を予防することや、治療中の人は

病気が進行しないようにしていくことが大切だと思う」という意見もあり、みんなで健康や医療

について考える良い機会となりました。

※4月は総合検診が行われますが、家族や友人と声かけあって年に1回は各種検診を受け、健

　康づくりの第一歩にしましよう！！

4月の行事予定表 1人当たり医療費
期日　　　場　　　所　　　　受付時間

（平成15年3月～平成15年10月）　単位＝円

育児サークル（ちびちびCLUB） 東　郷　町
市町村平均

6日置火） 　　　　I倹l当たり医療費1順位

20日（火） やすらぎ館 10：00～12：00

一　般

　　　i170，583　：4　　　：

140，339

リハビリ教室

8日（木） シルバーセンター 10：00～10：10
退　職

　　　1
Q70，170：8

@　　…
229，117

赤ちゃん健康相談（生後4～12か月児）

7日（水）

やすらぎ館 9：30～！0：00 老　健
　　　1
S95・631 奄W 487，018

さくらんぽの会

5日（木） やすらぎ館 10：00
合　計

　　　1
Q88，216　：1

@　　i
247，971

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調i整課情報推進係⑲3901まで〉

　　　　　　　鰍8ご’り⑧

　　　　すすんで健診を受けましょう
　平成16年度前期の集団検診を下記のとおり実施します。

検診は、病気の早期発見・早期治癒のため欠かすことができません。健やかな毎日
を送るため1年に1回は必ず受診しましょう。

　なお、今年度より39歳以下の男性も基本健診の対象となりました。会社等で受診

されていない方は休日等を利用し、受診されてはいかがですか。

や
す
ら
ぎ
館

8
6
9
1
3
3
6
7

爆
健
歪
よ

次の日程で検診を実施しますので、都合のよい会場で受診して下さい。

期　　日 基本 胃がん 大腸がん 結核 子宮がん 乳がん 会　　　場 受付時間
4月12日（月） ○ O ○ ○ 田野地区集落：センター 8：00～　9：00

○ や　　す　　ら　ぎ　館 13：30～16：00

4月13日（火） ○ 0 ○ ○ 羽坂地区生活改善センター 8：00～　9：00

○ 牧　　　　水　　　　庵 13：30～16：00

4月14日（水） ○ ○ ○ ○ 仲深地区集落センター 8：00～　9：00

○ ○ 下渡川集会施設 13：30～14：00

○ 道の駅「さくら館」 13：30～16：00

4月15日（木） ○ ○ ○ 越　表　体　育　館 8：00～　9：00

○ 迫野内地区多目的集会施設 13：30～16：00

4月16日（金） ○ ○ ○ ○ や　　す　　ら　ぎ　館 8：00～　9：00

4月17日（土） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 寺迫小学校講1堂 7：40～　9：00

○ ○ ○ ○ ○ 庭　　田　公　民　館 13：30～14：30

○ ○ 長崎集会所出 15：20～15：30

4月19日（月） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 牧水公園「ふるさとの家」 7：40～　9：00

○ ○ （旧）JA日向坪谷支所 11：10～11：20

○ ○ 多武ノ木富山トキコ三宅前 11：30～11：40

○ ○ 児　洗　公　民　館 13：00～13：10

○ ○ 越　表　体　育　館 13：20～13：50

○ ○ 二三中水流玉会所 14：00～14：10

○ ○ 下渡川集会施設 4：40～15：00

4月20日（火） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 道の駅「さくら館」 7：40～　9：00

○ ○ 羽坂地区生活改善センター 13：20～13：50

○ ○ 日ケ道福岡修様宅前 14：10～14：20

○ ○ 仲深地区集落センター 14：40～15：10

○ ○ ○ 深谷消防機i出前 15：20～15：30

4月21日（水） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 福　瀬　公　民　館 7：40～　9：00

○ ○ 日　田尾集会所 10：50～11：00

○ ○ 広瀬生活改善センター 11：20～11：30

O ○ 中野原営農研修センター 11：50～12：00

4月22日（木） ○ ○ ○ ○ ○ 迫野内地区多目的集会施設 7：40～　9：00

○ ○ ○ ○ 八重原地区高齢者プラザ 13：30～14：30

4月25日（日） ○ ○ ○ ○ ○ ○ や　　す　　ら　ぎ　　館 7：40～　9：00

○ ○ 大　谷　集　会　所 10：30～10：40

○ O 田野地区集落センター 11：00～11：30

O ○ 稲葉野山会所 11：40～11：50

○ 迫野内地区多目的集会施設 11：30～12：00

受診料一覧

基　本 胃がん 大腸がん

受診料
な　　し 500円 200円

結　核 子宮がん 乳がん

な　　し 400円 900円

持参するもの

①受診票　③尿容器（基本健診を受診される方）

②受診料　④大腸がん検診容器（受診される方）

【注意事項】

　・基本健診と胃がん検診を受診される

　　方は朝食を取らずにご来場下さい。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑳3901まで〉
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今
月
は
庭
田
の
赤
松
春
義
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

○
現
況
と

　
今
後
の
経
営

　
現
在
施
設
ト
マ
ト

と
和
牛
・
み
か
ん
・
水

稲
の
複
合
経
営
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
経
営
規
模
は
施
設

中
事
ト
マ
ト
2
7
ア
ー

ル
に
和
牛
繁
殖
牛
五

頭
と
早
生
温
州
み
か

ん
6
0
ア
ー
ル
、
早
期

窮
豊

水
稲
4
0
ア
ー
ル
の
経
営
で
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
後
継
者
が
昨

年
1
1
月
に
就
農
し
た
の
で
施
設

ト
マ
ト
を
1
2
ア
ー
ル
程
度
拡
大

し
て
経
営
の
安
定
を
図
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

○
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
専
任
職
員
の
一
声

　
今
月
は
庭
田
の
美
々
津
ゴ
ル

N
，　　　　1

．
髄
謬
・

フ
場
の
上
に
あ
る
赤
松
春
義
さ

ん
宅
に
伺
い
ま
し
た
。

　
赤
松
さ
ん
宅
は
東
に
太
平
洋

を
望
ん
だ
見
晴
ら
し
の
良
い
丘

の
上
に
自
宅
と
施
設
ハ
ウ
ス
が

あ
り
ご
両
親
と
ご
夫
婦
そ
れ
に

息
子
さ
ん
の
5
人
暮
ら
し
で
す
。

赤
松
さ
ん
は
施
設
中
玉
ト
マ
ト

（
桃
太
郎
）
2
7
ア
ー
ル
に
和
牛
繁

殖
牛
五
頭
と
温
州
み
か
ん
（
興

津
早
生
）
6
0
ア
ー
ル
、
早
期
水

稲
4
0
ア
ー
ル
の
経
営
を
さ
れ
て

い
ま
す
が
以
前
は
み
か
ん
1
5

0
ア
ー
ル
に
開
パ
地
区
に
7
0
ア

ー
ル
の
み
か
ん
を
中
心
に
し
た

経
営
で
し
た
。
昭
和
5
1
年
か
ら

52

N
に
か
け
て
の
大
寒
波
で
被

害
を
受
け
、
み
か
ん
は
被
害
の

軽
か
っ
た
6
0
ア
ー
ル
を
興
津
早

生
に
切
り
替
え
て
施
設
園
芸
を

導
入
し
た
現
在
の
経
営
を
1
9
年

間
続
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
　
経
営
の
中
心
で
あ
る
中

里
ト
マ
ト
栽
培
に
つ
い
て
以
前

は
特
殊
栽
培
に
よ
る
栽
培
を
行

っ
て
い
た
が
現
在
は
3
名
で
グ

ル
ー
プ
を
組
ん
で
栽
培
の
協
定

に
よ
る
共
同
出
荷
を
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
中
置
ト
マ
ト
栽
培
の
要
点
を

聞
い
た
と
こ
ろ
品
質
の
良
い
ト

マ
ト
（
糖
度
8
～
9
度
）
を
安

定
的
に
生
産
す
る
事
と
病
害
虫

の
発
生
を
押
さ
え
て
農
薬
防
除

を
少
な
く
し
て
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
安
心
、
安
全
新
鮮
で

お
い
し
い
ト
マ
ト
の
生
産
に
努

め
る
事
で
あ
る
。
そ
の
為
に
徹

底
し
た
水
管
理
（
水
き
り
栽
培
）

や
堆
肥
（
1
年
間
寝
か
せ
た
完

熟
堆
肥
）
を
1
0
ア
ー
ル
当
り
2

ト
ン
を
中
心
に
し
た
元
肥
施
肥

に
よ
る
有
機
栽
培
と
病
気
を
出

さ
な
い
た
め
に
換
気
に
気
を
つ

け
、
ま
た
、
害
虫
が
ハ
ウ
ス
に

入
ら
な
い
よ
う
防
虫
ネ
ッ
ト
の

設
置
や
黄
色
粘
着
テ
ー
プ
に
よ

る
間
接
防
除
に
努
め
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
後
継
者
が

就
農
し
た
の
で
施
設
を
1
2
ア
ー

ル
程
度
増
や
し
て
い
く
こ
と
と

本
人
は
公
団
の
山
林
請
負
作
業

を
し
て
お
ら
れ
、
忙
し
い
時
に
は

農
業
を
し
て
経
営
の
安
定
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
赤
松
さ
ん
後
継
者
が
就
農
し

て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
れ
か

も
消
費
者
か
ら
求
め
ら
れ
る
安

心
、
安
全
な
ト
マ
ト
を
ご
一
家

で
生
産
し
て
立
派
な
経
営
を
し

て
く
だ
さ
い
。

窒
渥
だ
透

　
3
月
期
子
牛
郡
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
6
頭
出
品
し
て
い

ま
す
。

　
成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

東
臼
杵
郡
市
共
進
会

【
雌
子
牛
の
部
】

福
瀬
　
松
葉
洋
子

　
　
　
み
ほ
2
号
優
等
賞
弐
席

坪
谷
　
岡
村
賢
一

　
　
　
ひ
で
ふ
く
号
　
壱
等
賞

坪
谷
　
海
野
新
明

　
　
　
ふ
く
は
な
号
　
弐
等
賞

【
去
勢
の
部
】

福
瀬
　
関
野
安
弘

　
　
　
千
代
茂
号

福
瀬
　
高
尾
ふ
さ
美

　
　
　
高
昭
9
号

団
体
成
績
2
位

旧
ル
但
痂
郡
＋
巾
ロ
叩
師
叶
△
万

壱
等
賞

弐
等
賞

【
雌
子
牛
の
部
】

寺
迫
　
海
野
　
直

　
　
　
い
ず
み
6
号
壱
等
賞

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

嚢　　　
　
　
　
涯
ま
り

　
　
　
　
三
塁
3
1
7
1

ビ
デ
オ
上
映
会

☆
1
0
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

「
浦
島
太
郎
」

「
絵
姿
女
房
」

「
一
休
さ
ん
」

「
髪
長
姫
」

☆
2
4
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

「
三
枚
の
お
札
」

「
そ
こ
つ
惣
丘
ハ
衛
」

「
分
福
茶
釜
」

「
湖
の
怪
魚
」

さ
く
ら
館
の
休
館
日

5
日
・
1
2
日
。
1
9
日
・
2
6
日
。

29

●
《
ー

ハ、
㌔

亀
う

ど〃　
0

一
般
図
書

ド

・
生
ま
れ
る
森
　
　
島
本
理
生

　
今
度
あ
の
人
に
触
れ
た
ら
、

き
っ
と
わ
た
し
は
死
ん
で
し
ま

う
…
。
初
め
て
知
っ
た
恋
の
深

い
痛
み
と
ゆ
る
や
か
な
新
生
を

描
く
二
十
歳
の
恋
愛
小
説
。
　
『
群

像
』
掲
載
を
単
行
本
化
。

・
ミ
ル
キ
ー
　
　
　
　
林
真
理
子

　
み
ん
な
普
通
の
人
だ
か
ら
、
愛

は
こ
ん
な
に
奥
深
い
。
手
に
入
ら

な
い
女
は
美
し
い
。
別
れ
た
い
時
の

女
は
恐
ろ
し
く
、
別
れ
ら
れ
な
い

時
に
は
、
女
は
ず
る
い
。
普
通
の
男

女
の
愛
と
不
思
議
を
描
く
。
『
小
説

現
代
』
掲
載
の
短
編
を
ま
と
め
単

行
本
化
。

・
ジ
ャ
ス
ミ
ン
　
　
　
辻
原
　
登

　
中
国
大
陸
に
消
え
た
父
を
追
っ

て
上
海
へ
。
天
安
門
事
件
の
余
儘

く
す
ぶ
る
中
、
逃
亡
リ
ー
ダ
ー
の

恋
人
と
出
会
い
…
。
小
説
の
醍
醐

味
が
堪
能
で
き
る
長
篇
ロ
マ
ン
。
『
文

学
界
』
連
載
の
単
行
本
化
。

・
濯
遁
の
森
　
　
　
　
熊
谷
達
也

　
大
正
年
間
、
身
分
違
い
の
恋
か

ら
故
郷
を
追
わ
れ
た
マ
タ
ギ
の
青

年
、
松
橋
富
治
の
波
乱
の
人
生
を

描
く
。
奔
放
に
生
き
て
き
た
富
治

を
巨
大
熊
に
向
か
わ
せ
た
も
の
は

何
か
。
自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
念

あ
ふ
れ
る
広
大
な
物
語
。

・
旨
旨
　
　
　
　
　
東
野
圭
吾

　
9
5
年
、
西
宮
。
未
曾
有
の
大
地

震
の
朝
、
男
と
女
は
出
会
っ
た
。
美

し
く
冷
徹
な
ヒ
ロ
イ
ン
と
、
彼
女
の

意
の
ま
ま
に
動
く
男
。
女
の
過
去

に
疑
念
を
持
つ
刑
事
。
彼
女
は
一

体
誰
な
の
だ
…
。
『
週
刊
プ
レ
イ
ボ

ー
イ
』
連
載
に
加
筆
し
て
単
行
本
化
。

・
密
事
　
　
　
　
　
　
藤
田
宣
永

　
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
弥
生
は
4
5

歳
、
夫
に
先
立
た
れ
、
母
と
娘
と

暮
ら
し
、
9
歳
年
下
の
恋
人
・
哲
雄

が
い
る
。
あ
る
日
、
昔
の
恋
人
に
再

会
、
彼
の
依
頼
で
歌
手
・
佐
和
の
取

材
を
す
る
う
ち
に
、
彼
女
の
甥
に

惹
か
れ
て
ゆ
く
…
。
『
婦
人
公
論
』

連
載
を
単
行
本
化
。

・
青
い
翅
の
夜
　
　
　
花
村
万
月

　
僕
は
た
だ
の
犬
に
す
ぎ
な
か
っ

た
ん
だ
…
。
自
分
が
つ
く
ろ
う
と

し
て
い
た
王
国
の
「
王
」
が
自
分
で

は
な
い
こ
と
に
突
如
気
づ
い
た
朧
。

真
の
王
た
る
も
の
は
、
誰
か
？
　
「
王

国
記
」
シ
リ
ー
ズ
第
4
弾
。

・
王
国
　
そ
の
2

　
　
　
　
　
　
よ
し
も
と
ば
な
な

　
山
を
降
り
、
都
会
暮
ら
し
を
始

め
た
彼
女
は
、
人
知
れ
ず
心
の
危

機
を
迎
え
て
い
た
。
誰
が
救
っ
て
く

れ
る
の
か
？
　
何
に
光
を
求
め
る

の
か
？
　
静
か
に
大
き
く
動
き
出

す
、
こ
こ
ろ
の
物
語
。
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
長
篇
、
待
望
の
第
二
部
。

・
夜
の
明
け
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
北
原
亜
以
子

　
江
戸
・
深
川
。
過
去
を
秘
め
た

心
や
さ
し
い
木
戸
番
小
屋
夫
婦
、

昇
兵
衛
・
お
捨
の
も
と
に
、
今
日
も

ひ
っ
そ
り
と
や
っ
て
来
る
男
た
ち
、

女
た
ち
。
連
作
時
代
小
説
シ
リ
ー

ズ
第
4
弾
。

・
香
乱
篭
　
上
巻
　
宮
城
谷
昌
光

・
残
花
亭
日
暦
　
　
　
田
辺
聖
子

・
冬
の
犬
　
　
ア
リ
ス
テ
ア
・
マ
ク
ラ
ウ
ド

児
童
図
書

・
白
い
の
は
ら
の
こ
ど
も
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
た
か
ど
の
ほ
う
こ

（
小
学
校
初
学
年
対
象
）

　
の
は
ら
お
ば
さ
ん
は
、
あ
る

日
の
ん
ち
ゃ
ん
を
雪
の
野
原
へ

と
さ
ん
ぽ
に
さ
そ
い
ま
し
た
。

よ
一
く
見
る
と
、
お
も
し
ろ
い

も
の
が
い
っ
ぱ
い
。
オ
ニ
グ
ル

ミ
の
は
っ
ぱ
の
落
ち
た
あ
と
は
、

誰
か
の
顔
に
そ
っ
く
り
だ
し
。

森
の
中
に
い
る
赤
い
ベ
レ
ー
の

大
工
さ
ん
っ
て
…
？

・
八
雲
国
の
大
合
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
那
須
正
幹

（
小
学
校
中
学
年
対
象
）

　
時
は
戦
国
時
代
の
お
ろ
ち
山
。

そ
の
隠
れ
里
に
、
飯
野
村
か
ら

逃
げ
て
き
た
村
人
を
匿
う
こ
と

に
な
っ
て
以
来
、
次
々
に
現
わ

れ
る
謎
の
僧
や
落
ち
武
者
た
ち
。

山
賊
稼
業
を
し
な
が
ら
の
ん
び

り
暮
ら
し
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
！

　
大
あ
ば
れ
山
賊
小
太
郎
シ
リ

ー
ズ
完
結
編
。

・
星
と
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
竹
下
文
子

（
小
学
校
上
・
中
学
生
対
象
）

　
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
吹
き
の
ド
ン

さ
ん
は
あ
る
夜
、
星
く
ず
を
拾

っ
て
い
る
と
い
う
不
思
議
な
男

性
に
出
会
う
。
頼
ま
れ
る
ま
ま

に
楽
器
を
吹
く
と
、
空
か
ら
星

く
ず
が
降
っ
て
き
て
…
。
ノ
ス

タ
ル
ジ
ッ
ク
な
詩
情
あ
ふ
れ
る

珠
玉
の
短
篇
集
。

そ
の
他

・
絵
で
見
る
ナ
イ
ル
川
も
の
が

た
り

　
　
　
　
　
ア
ン
・
ミ
ラ
ー
ド

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

え
ほ
ん

・
イ
カ
タ
コ
つ
る
つ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
新
太

　
イ
カ
が
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て

た
ら
、
足
と
ラ
ー
メ
ン
が
つ
る

つ
る
ま
ざ
っ
て
、
さ
あ
た
い
へ
ん
！

　
そ
し
て
タ
コ
も
…
。
っ
る
つ

る
く
ね
く
ね
、
さ
あ
、
み
ん
な

も
い
っ
し
ょ
に
こ
ん
が
ら
か
っ

ち
ゃ
お
う
。
全
国
お
は
な
し
隊

の
紙
芝
居
が
長
新
太
の
ニ
ュ
ー

ワ
ー
ル
ド
絵
本
に
！

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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輸
亀
p

ど二

三
ふ
ん
堆
肥
を

利
用
し
て
土
づ
く
り

　
東
郷
町
畜
産
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
横
瀬
管
理
組
合
で
は
、

牛
ふ
ん
を
堆
肥
化
し
販
売
し
て

い
ま
す
。
田
・
畑
の
土
づ
く
り

に
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
販
売
価
格

　
ば
ら
売
り
　
一
㎏
当
た
り
5
円

　
袋
詰
　
1
袋
（
1
0
㎏
）
3
0
0
円

○
配
達
　
2
t
車
又
は
軽
ト
ラ

ッ
ク
で
配
達
し
ま
す
。

（
配
達
料
は
無
料
で
す
）

○
連
絡
先

・
東
郷
町
畜
産
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
横
瀬
管
理
組
合

・
電
話
6
9
－
3
6
0
5

蓼

ス
ク
ー
プ
方
式
の
自
動
擬
搾
装
置

で
醗
酵
さ
せ
ま
す
（
一
次
醗
酵
場
）

通事故間直

1儘
”

〃、腿聖

　
　
　
本
年
に
な
っ
て
、
東
郷

交
町
内
で
飲
酒
が
ら
み
の
交

の
通
事
故
が
・
件
発
生
し
ま

み
し
た
．

ら
飲
酒
事
故
は
、
同
人
が

黙
繰
辮

飲
同
乗
し
て
い
た
人
も
同
様
の

で
責
任
（
蓄
助
）
を
問
わ
れ
る

内
ほ
か
・
藷
に
飲
酒
し
て
い

町
た
人
場
所
に
も
大
変
な
迷

剥
奪
が
か
か
り
ま
す
．

東
　
飲
酒
し
た
場
合
は
絶
対

「
ハ
ン
ド
ル
を
握
ら
な
い
」

こ
と
を
み
ん
な
で
守
り
、

飲
酒
が
ら
み
の
交
通
事
故

の
な
い
東
郷
町
に
し
た
い

も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
、

豊
か
な
心
と
生
き
が
い
を

求
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

平
成
1
6
年
度

生
涯
学
習
教
室

　
受
講
生
募
集

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

16

N
度
の
生
涯
学
習
教
室
の
受

講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
よ

り
多
く
の
人
に
生
涯
学
習
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
様
々

な
教
室
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
教
室
受

講
生
募
集
の
チ
ラ
シ
（
申
込
書
兼
）

を
区
長
会
を
通
じ
て
配
付
し
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
青
く
だ

さ
い
。
申
込
締
切
は
、
4
月
1
6

日
（
金
）
で
申
込
多
数
の
場
合
は
、

先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
電
話
・
F
A
X
に
よ
る

受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
、
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
係
（
6
9
1
3
9
0
9
）

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

平成16年度警察官A（大卒男性）が次の要領で実施されます

1　警察官A
（1）採用予定　　宮崎県　　40名程度

書
／
「

e
．

（1）採用予定　　宮崎県　　40名程度

　　　　　　　　依頼府県　12名程度
（2）受験資格　　昭和50年4月2日以降に生まれた男子。

　　　　　　　　学校教育法に規定する大学（短大を除く）を平成17
　　　　　　　　年3月末日までに卒業若しくは卒業見込みの者。
（3）受付期間　　4月1日（木）～4月21日（水）

（4）第一次試験日　5月16日（日）

（5）試験地　　宮崎市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6） ﾓ論式験1撃勢霧鐘合儲につ、礁施され瓢　1

2　警察官A（特別募集）
（1）採用予定　　宮崎県　　14名程度

　　　　　　　　依頼府県　12名程度（警察官A試験とあわせて）
（2）受験資格　　昭和50年4月2日以降に生まれた男子で、平成16年8月2日の採用に応じられる者。

　　　　　　　　学校教育法に規定する大学（短大を除く）を平成16年7月末日までに卒業見込みの者。
　　※受付期間・試験日・試験地・試験内容すべて警察官Aと同様です。

3　受験申込書・試験案内書は、東郷駐在所及び坪谷駐在所に備え付けられています。受験をしてみようと
思われた方は気軽にお立ち寄り下さい。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

平
成
1
6
年
度
牧
水
の
里
の
春
祭
り

第
6
回

牧
水
公
園
つ
つ
じ
祭
り

　
今
年
も
牧
水
公
園
で
つ
つ
じ

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
の
家
を
中
心
に
、

歌
謡
シ
ョ
ー
や
宮
崎
市
響
座
を

迎
え
て
の
和
太
鼓
競
演
、
風
船

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
花
馬
車
に

引
き
馬
、
花
の
女
王
の
花
の
苗

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
多
彩
な
催
し
も

の
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご
家
族
、

ご
近
所
お
誘
い
の
上
、
是
非
お

越
く
だ
さ
い
。
3
万
本
の
つ
つ

じ
の
花
が
み
な
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
4
月
2
9
日
（
木
・
祝
）
午
前
1
0
時

か
ら※

お
問
合
せ
　
東
郷
町
観
光
協

会
（
6
9
1
3
9
0
1
）

戦
没
者
追
悼
式

　　　　　　　　　⑬”鱒弓ご’り

▽
日
時
　
4
月
3
日
（
土
）
1
0
時
か
ら

▽
場
所
成
願
寺

（
雨
の
時
は
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

青
年
団
に
入
り
ま
せ
ん
か

入
園

入
学
式

「ヤングネットワーク・ウィング九州2004」団員募集

　九州各県の仲間と中国（北京・西安）・韓国（ソウル）
を訪問して、友情の輪を広げてみませんか。

日　程：8月21日（土）～29日（日）

内　　容：万里の長城・兵馬桶参観、ホームステイ、交
　　　　　流会、北京市内フリーウォーキング等
募集人員：4月1日現在、県内在住の方で、一般団員は
　　　　　20歳以上31歳未満の男女各14名、班長は30歳

　　　　　以上40歳未満の男女各1名です。

参加費：73，000円（班長は免除）
応募締切：5月10日（月）
＊申込先・問い合わせ先は町教育委員会（電話一69－3909）、

　または、県青少年男女参画課（電話0985－26－7041）まで。

▽
4
月
6
日
（
火
）

▽
4
月
7
日
（
水
）

▽
4
月
8
日
（
木
）

▽
4
月
9
日
（
金
）

寺
迫
幼
稚
園

東
郷
幼
稚
園

坪
谷
幼
稚
園

町
内
中
学
校

町
内
小
学
校

貿

　　　平成16年度介護請判受講者募集
介護の知識・技術を普及するため、教室を開いています。

1．一般講座　・土曜介護教室（基礎・応用コース）

　　　　　　・痴呆性高齢者介護教室

　受講定員　各講座20名程度

　※講座内容、日時などはお問合せください。申込、お問合せは

　県介護実習・普及センター（電話0985－32－0160）

※参加料は無料

町
奨
学
生
募
集
に
つ
い
て

　
平
成
1
6
年
度
の
奨
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

▽
申
込
資
格
　
町
内
に
本
籍
が

あ
る
方
、
ま
た
は
、
町
内
に
引

き
続
き
5
年
以
上
在
住
し
、
現

に
住
ん
で
い
る
方
で
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
及
び
大
学
に
在

学
し
て
い
る
方
。
ま
た
こ
れ
か

ら
学
校
に
進
学
さ
れ
る
方
。

▽
貸
与
申
込
　
申
込
用
紙
が
教

育
委
員
会
に
準
備
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
新
規
の
方
も
継
続
し

て
利
用
さ
れ
る
方
も
在
学
証
明

書
を
必
ず
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▽
貸
与
額
　
高
校
生
　
月
額
2

万
円
・
大
学
生
　
月
額
3
万
円

▽
申
込
締
切
　
平
成
1
6
年
4
月

20

冝
i
火
）

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
総
務

係
（
電
話
6
9
1
3
9
0
9
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
東
郷
町
青
年
団
で
は
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の

若
い
力
で
町
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
！
興
味
の
あ
る
方

は
事
務
局
（
麿
6
9
1
2
1
1
1
：

担
当
・
高
森
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
自
分
の
地
域

で
若
者
が
い
る
な
と
思
っ
た
方

も
ど
し
ど
し
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
！

要
件
等
：
町
内
在
住
で
1
8
歳
か

ら
3
5
歳
ま
で
の
方
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
結
構
で
す
。

・
l
I
今
月
の
納
税
等
l
l
塑

　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
方
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会

福
祉
の
た
め
善
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
（
3
月
1
0
日
ま
で
に
受

付
し
た
分
）

◎
田
野
の
山
口
和
平
さ
ん
よ
り

（
登
久
恵
さ
ん
逝
去
）

◎
羽
坂
の
木
村
直
人
さ
ん
よ
り

（
キ
ク
ノ
さ
ん
逝
去
）

◎
坪
谷
の
矢
野
ミ
チ
エ
さ
ん
よ
り

（
辰
美
さ
ん
逝
去
）

◎
小
野
田
の
六
原
淳
子
さ
ん
よ
り

（
亀
吉
さ
ん
逝
去
）

◎
越
表
の
石
田
保
英
さ
ん
よ
り

（
カ
ツ
さ
ん
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
中
田
鶴
男
さ
ん
よ
り

（
ソ
ヨ
さ
ん
逝
去
）

◎
福
瀬
の
新
名
敏
文
さ
ん
よ
り

（
ケ
サ
エ
さ
ん
逝
去
）

◎
福
瀬
の
海
野
正
さ
ん
よ
り

（
美
留
子
さ
ん
逝
去
）

◎
坪
谷
の
海
野
照
子
さ
ん
よ
り

（
政
市
さ
ん
逝
去
）

◎
寺
迫
の
橋
ロ
ハ
ナ
子
さ
ん
よ
り

（
忠
榮
さ
ん
逝
去
）

■
．

＝

●

　
　
（
2
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

小・

q
ﾞ
雪
斗
・

野・

ﾊら

�E

ﾃ・

H・

赤
奪
窃
氏
名

良
郎

明
年

羅
者

小
野
田

福
瀬

住
所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

氏
　
　
　
名

年
齢

住
所

山
口
登
久
恵
90

ﾎ

田
野

矢
野
辰
美
84

ﾎ

坪
谷

木
村
キ
ク
ノ

99

ﾎ

小
野
田

小
林
幸
雄
69

ﾎ

三
瀬

石
田
カ
ッ
91

ﾎ

越
表

新
名
ケ
サ
エ

78

ﾎ

福
三

碧
原
亀
吉
91

ﾎ

小
野
田

田
口
英
子
73

ﾎ
中
　
桀
イ
　
　
　
・
ぞ

那
須
時
正
72

ﾎ

小
野
田

海
野
政
市
91

ﾎ

坪
谷

中
　
田
　
ソ
　
ヨ

88

ﾎ

小
野
田

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉



　　　　　　颯8こハり⑭

灘

圃⑲◎o、
o鶴ρ

ゆ愚東郷幼稚園（う

．＼

鰹
鷲
肩

δ

●

讐
羅
ぜ

　
　
　
　
還

、
σ
〆
ぐ

鑛

▲「なわとびをしたよ」

仲深垣下仲瀬
　　　なつ　　き
若杉夏希さん（5歳）

父　健司さん

母　美登里さん

○好きな食べ物は何ですか？

　りんご、ポテトサラダ

○好きな遊びは何で
　すか？

　セーラームーンごっこ

○大きくなったら何に
　なりたいですか？

　炎のせんし

小野田区三江野下二
　　りょう　た
小林竜良くん（4歳）

父　良郎さん

母　綾子さん

○好きな食べ物は何ですか？

　メロン

○好きな遊びは何ですか？

　ブロック遊び

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　アバレンジヤー

臆

▲「おもいで～かきがりにいったよ」

　　　　　　　　　

翻◎誘顕
賞罠賞翼賞賞賞賛質

寺迫高齢者学級と
　児童の交流会

　3月16日（火）寺迫小学校

校庭で、高齢者学級22名の

指導を受けながら3年生の児

童17名が竹とんぼとおじや

みづくりに挑戦しました。慣

れない手つきで竹を削ったり、

初めて針に糸を通して「こう

して結び目をつ，くるとよ」と

やさしく教えてもらいながら、

出来上がったおじやみをお手

玉したり、竹とんぼを飛ばし

たりして、物作りの楽しさに

感動し、交流を深めました。

表
紙
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
欣
一

水
の
音
に
似
て
哺
く
鳥
よ
山
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
み

松
に
ま
じ
れ
る
深
山
の
昼
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
海
の
声
）

　
こ
の
歌
は
明
治
三
十
九
年
、
牧
水
が
二
十
二
才
の
時
の
作
品
で

第
一
歌
集
「
海
の
声
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
同
年
の
春
、
牧
水
た
ち
早
稲
田
大
学
英
文
科
本
科
の
同
期
生
七

人
で
「
北
斗
会
」
と
い
う
文
学
研
究
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
、
小
説
の

研
究
や
自
作
原
稿
の
合
評
、
回
覧
雑
誌
「
北
斗
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
新
生
」
歌
壇
へ
の
投
稿
も
行
っ
た
。

　
こ
の
歌
も
「
新
生
」
に
投
稿
し
て
お
り
、
新
鮮
な
表
現
が
若
い
人
の

共
感
を
呼
ん
で
い
る
。

　
歌
の
意
味
は
、
「
人
里
離
れ
た
山
中
の
静
か
な
昼
、
松
の
中
に
ま

じ
っ
て
咲
き
ほ
こ
っ
て
い
る
山
桜
の
花
、
う
ら
ら
か
な
陽
光
の
中
で
一

羽
の
小
鳥
が
鳴
い
て
い
る
が
、
そ
の
声
は
水
の
音
を
思
わ
せ
る
よ
う

に
澄
ん
で
ひ
び
い
て
く
る
。
い
っ
た
い
何
鳥
な
ん
だ
ろ
う
」
と
作
者
は

耳
を
澄
ま
し
て
聞
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
歌
は
牧
水
の
初
期
の
作
品
で
あ
る
が
、
み
ず
み
ず
し
さ
の
あ

ふ
れ
た
歌
で
、
こ
の
澄
み
き
っ
た
美
し
い
調
べ
は
、
後
年
の
自
然
詠
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
こ
の
歌
に
つ
い
て
大
岡
信
氏
は
、
「
水
音
」
「
鳥
」
「
山
桜
」
「
松
」
「
深

山
」
と
牧
水
が
終
生
愛
し
た
も
の
を
一
首
の
中
に
詠
み
こ
ん
で
い
る

と
指
摘
し
て
い
る
。
（
塩
月
主
著
「
牧
水
の

風
景
」
、
志
垣
澄
幸
著
「
牧
水
証

歌
」
、
伊
藤
一
彦
著
「
若
き
牧

水
」
よ
り
）

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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